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論文内容の要旨

難溶性固体の溶解は化学プロセスにわける重要な処理操作である。ことに， リチウム鉱石からのリ

チウムの抽出，湿式法によるリン鉱石からのリン酸の回収などに代表されるように，イオン交換樹脂

による難溶性固体の溶解は工業的な抽出分離法として高く評価されている。

本論文では，撹持槽内で一連の難溶性硫酸塩を H型イオン交換樹脂によって溶解する場合を例にと

り，難溶性固体の溶解過程について平衡および速度論的な研究を行った。ついで，これらの固-液相

聞の混合接触は，基本的には，槽内液の流動に起因して生ずると考え，槽内の流動および混合の動特

i生について+食言すを加えた。

H型樹脂による難溶性硫酸塩の溶解過程は，塩田体の酸による溶解と，水相に溶解した金属イオン

の交換樹脂によるイオン交換iと lの 2 つの過程からなる。それぞれの過程の平衡論的な検討によって，

水素イオンならびに酸濃度に対する塩溶解度，イオン交換率の変化を明らかにした。これを基礎に，

上述の 2 つの複合過程で、ある H型樹脂による硫酸塩の溶解平衡を検討し 各種硫酸塩の溶解効率を定

量的に表示した。

一方，酸による塩の溶解および金属イオンの H型樹脂に対するイオン交換の速度過程は，ともに，

塩粒子および樹脂粒子をとりまく固 液間液境膜内の拡散速度に支配されることを明らかにし，これ

をもとに， H型樹脂による硫酸塩の溶解速度を総括的に取扱った。この結果，総括速度過程に与える

撹持操作ならびに塩溶解度の影響について明らかにすることができた。

最後に，撹持槽内の流動および混合の動特性をインパルス応答法によって検討し，槽内循環流に基

づく液の循環能力，混合性能などを評価した。これらの知見をもとに，槽内の混合過程を完全混合槽
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列モデルで表して，インパルス応答の解析を行い，撹持翼による混合性能の違いを定量的な関係式|で

示した。

論文の審査結果の要旨

本論文は撹持槽にわけるイオン交換樹脂による難溶性固体の溶解と混合過程に関する系統的一連の

研究をまとめたものである。まず平衡論的立場から，難溶性硫酸塩の酸による溶解平衡と水溶液中の

金属イオンの H型樹脂によるイオン交換平衡に分けて検討し，これら単独の平衡関係を総括して，樹

脂添加量に対する金属イオンの交換率を定量的に評価している。ついで速度論的立場から，酸による

硫酸塩の溶解速度と金属イオンの H型樹脂によるイオン交換速度の 2 つに分けて検討し，両過程共に

固体粒子をとりまく境膜内の拡散過程によって律速されることを明かにし， H型樹脂による難溶性塩

の溶解速度を総括的に扱い 溶解速度に対する各種操作条件の関係を明かにしている。最後に撹持槽

内の粒子の挙動に着目し 槽内の流動および混合の動特性をインパルス応答法を用いて実験的に評価

し，槽内循環流による混合モデルを提案し，撹持操作に対する槽内液循環能力および混合特性を明か

にしている。

これらの成果は化学工学の分野において重要な貢献であり，学位論文として価値あるものと認める。
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